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（PU No.2511） 
 

2025 年 11 月 11 日 
三菱電機株式会社 

 
「第 9 回鉄道技術展 2025」出展のお知らせ 
鉄道技術を起点に、共創を広げ、次代への革新を 

  
ブースイメージ図 

三菱電機株式会社は、2025 年 11 月 26 日（水）から 29 日（土）まで幕張メッセ（千葉県）

で開催される「第 9 回 鉄 道 技 術 展 2025 Mass-Trans Innovation Japan 2025」に

「Advancing, Innovating, and Co-creating 鉄道技術を起点に、共創を広げ、次代への革新を。」

をコンセプトに出展します。 
近年、国内外で進展する TOD（Transit Oriented Development）や SUMP（Sustainable Urban 

Mobility Plan）の潮流を背景に、環境負荷が少なく、安全で誰もが利用しやすいモビリティイン

フラへの変革が期待されています。こうした流れの中、当社は、鉄道分野における省力化や環境

負荷低減を推進するソリューションを通じ、鉄道や駅を軸としたスマートシティの構築による安

全・快適で持続可能な社会の実現を目指しています。 
本展示会では、地球環境問題、都市問題、労働力不足といった社会課題の解決に向けて、100 年

にわたり蓄積してきた鉄道事業をはじめとするモビリティインフラの知見とデジタル基盤

「Serendie®（セレンディ）」を活用した、DX および GX を推進する先進的なソリューションを中

心に、当社の多様な取り組みを紹介します。 
 
出展ブース：幕張メッセ ホール 7（ブース N-54） 
 

 主な出展内容  
＜DX 関連ソリューション＞ 
・鉄道ライフサイクルマネジメントソリューション 

デジタル基盤「Serendie」で実現する、保守業務の省力化・作業計画の最適化・車両運用の長

期化への貢献を目的としたソリューション。鉄道事業者と車両用機器メーカーが連携し、機器

ごとの稼働状況や点検・故障・修理実績等の各種データを一元管理・分析して共有するアプリ

ケーションやプラットフォームを、映像や体験型展示を用いて紹介します。 
・鉄道の自動・自律運転技術 
当社が培ってきた列車制御システムのノウハウをベースに、無線やセンサー、カメラ、AI などの

技術の融合によって構築した安全・安心な自動・自律運転技術や前方監視技術について、パネル

や実機によるデモンストレーションを通じて紹介します。 
・駅務マネジメント支援システム 
生成 AI 等のデジタル技術の活用により、駅窓口対応や駅員のシフト作成等の駅務の省力化・効

率化を支援するシステムを、パネルやデモシステムを用いて紹介します。 
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＜GX 関連ソリューション＞ 
・鉄道エネルギーマネジメントソリューション 
デジタル基盤「Serendie」を用いて多様な鉄道運行データを蓄積・分析することでエネルギー

フローを見える化し、省エネ施策検討を支援するソリューションを、映像を用いて紹介します。 
・欧州向け鉄道車両用空調装置 

空調装置の冷媒に低 GWP※の自然冷媒（R290 プロパン）を使用し環境性能と安全性を両立す

ることで、欧州の環境規制に対応した鉄道車両用空調装置を、映像や模型を用いて紹介します。 
 
＜新たな機会の創出＞ 
・「Train Connect®（トレインコネクト）」 

列車に搭載されたビーコン装置から乗客のスマートデバイス向けに、一人一人のニーズに合わ

せた駅周辺施設の情報等をリアルタイムに提供するプラットフォーム「Train Connect」につい

て、サイネージや体験デモを通じて紹介します。 
・鉄道等の運行データを活用した食品ロス対策ソリューション 
鉄道等の運行データの活用によって食品ロスの削減に貢献するプラットフォームを、サイネージや

体験デモを通じて紹介します。 
 
 関連サイト  
三菱電機 モビリティインフラシステムサイト 
https://www.MitsubishiElectric.co.jp/society/traffic/ 

 
 商標関連  
「Serendie」 

三菱電機株式会社の登録商標 
「Train Connect」 

 
 三菱電機グループについて  
私たち三菱電機グループは、たゆまぬ技術革新と限りない創造力により、活力とゆとりある社

会の実現に貢献します。社会・環境を豊かにしながら事業を発展させる「トレード・オン」の活

動を加速させ、サステナビリティを実現します。また、デジタル基盤「Serendie®」を活用し、お

客様から得られたデータをデジタル空間に集約・分析するとともに、グループ内が強くつながり

知恵を出し合うことで、新たな価値を生み出し社会課題の解決に貢献する「循環型 デジタル・エ

ンジニアリング」を推進しています。1921 年の創業以来、100 年を超える歴史を有し、社会シス

テム、エネルギーシステム、防衛・宇宙システム、FA システム、自動車機器、ビルシステム、空

調・家電、デジタルイノベーション、半導体・デバイスといった事業を展開しています。世界に

200 以上のグループ会社と約 15 万人の従業員を擁し、2024 年度の連結売上高は 5 兆 5,217 億円

でした。詳細は、www.MitsubishiElectric.co.jp をご覧ください。 
 
 お問い合わせ先  

＜報道関係からのお問い合わせ先＞ 
三菱電機株式会社 広報部 
〒100-8310 東京都千代田区丸の内二丁目 7 番 3 号 
TEL 03-3218-2332 
https://www.MitsubishiElectric.co.jp/news/contact.html 

 
＜お客様からのお問い合わせ先＞ 
三菱電機株式会社 社会システム事業本部 モビリティインフラシステム事業部 
〒100-8310 東京都千代田区丸の内二丁目 7 番 3 号 
E-mail：Transportation@ny.MitsubishiElectric.co.jp 

 
※ 地球温暖化係数（GWP：Global Warming Potential） 

http://www.mitsubishielectric.co.jp/
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